









































グラム「Performing Arts Network Japan（PAJ）」のウェブサイトに
は「フェスティバル／見本市スケジュール」があり、2012 年 6 月開催か






1）　Performing Arts Network Japan「フェスティバル／見本市スケジュール」（https : //
performingarts.jp/E/calendar/）。サイト情報は随時追加、修正がなされているが、本稿で

































































































































































「Performing Arts Network Japan（PAJ）」のウェブサイトには「フェ
スティバル／見本市スケジュール」として、国内外で開催された芸術見本
市を含むフェスティバルが 2012 年 6 月から月ごとに一覧掲載されている。
2019 年 10 月 1 日の段階で 456 件のフェスティバルと見本市のスケジュー
ルが挙がっているが、データ掲載には年ごとのばらつきがあり、2012 年
は 6月の 1件だけであり、2013 年 9 件、2014 年 11 件、2015 年 19 件、
2016 年 23 件、2017 年 75 件、2018 年 194 件、2019 年 124 件である。情報









　表 1は地域別の 2018 年開催数、2017─18 年開催総数とその内毎年開催
する重複分を除くフェスティバル数をまとめたものである。
表 1 地域 2018 年開催数 開催総数（2017─18） 内フェスティバル数
西欧 92 120 100
アジア 36 56 43
北米 34 43 34
東欧・中東 10 14 11
南半球 10 14 11
南米 9 17 10
アフリカ 3 5 3
合計 194 269 212




図 2は 2017 年から 2018 年の間に開催された芸術祭実施総数と、その内重
複を除いた芸術祭の件数をグラフにしたものである。アジアでの 2年間の
開催総数は 56 件、内フェスティバル数 43 件、北米の 2年間の開催総数
43 件、内フェスティバル件数 34 件と比べてみても、ヨーロッパは実施総
数 117 件、フェスティバル 100 件と、その差は歴然である。一方で東欧・
中東や南半球、南米、アフリカなどはこれら 3地域に比べると極端に少な
い。
　国別にみると 2018 年開催数上位 6カ国は、アメリカ 21 件、ドイツ 20
文化財としてのフェスティバル（柴田）
264








「11～30 日以内」「31～90 日以内」「90 日以上」に分けて集計を行った 2）。
















活動を行う公益法人 1,601 件、文化芸術分野の活動を行う特定非営利活動法人 5,299 件、そ






術祭全体では「1─3 日以内」が 64.7％ であり、開催実績が 50 回までは半
数以上を占める。そのため比較としては開催期間が長くなる傾向のある
51 回以上開催の芸術祭のデータを併記した。2018 年開催の国際芸術祭
194 件中、一番の多い開催期間は「11～30 日以内」の 87 件で、全体の














1,511 件のなかで 51 回以上の開催回数を数える芸術祭 149 件に限ると、依
然「1～3日以内」が全体の 35.9％ と高いものの、「4～10 日以内」が



















もあり、2018 年に開催された 194 件のうち、開催される地域言語表記し

















で 1988 年から続くイベロアメリカ国際演劇祭 6）、フランス語のみで表記








3）　国際交流基金 Performing Arts Network Japan「カイロ国際実験演劇祭（Cairo 
International Festival for Experimental Theatre」
　（https : //performingarts.jp/J/calendar/201809/s-02161.html）。




5）　Festival Internacional de Londrina（https : //filo.art.br/）.
6）　Festival Iberoamericano de Teatro（http : //www.festivaldeteatro.com.co/）.
7）　Les Hivernales d’Avignon（http : //www.hivernales-avignon.com/）.
8）　Montpellier Dance Festival（http : //www.montpellierdanse.com/）.




イロ国際舞台芸術祭 10）や、103 ヵ国語に対応させた International 








困難であった。本研究は当初、情報が確定するだろう 2017 年と 2018 年の
芸術祭の公式サイト情報を調査する予定であったが、公式サイトのトップ
ページは 2019 年や来たる 2020 年の芸術祭の情報になり、過去のサイト情
報はアクセスできるものとできないものに大きく二分された。サイトその
ものがなくなったことも含め、2018 年の芸術祭の情報にまったくアクセ







始まるザルツブルク音楽祭 12）や 1947 年からのエジンバラ国際フェステ
ィバル 13）は非常に充実したアーカイヴを過去にさかのぼって作成してお
10）　TEMPO FESTIVAL: festival internacional de artes cênicas do rio de janeiro
（http : //tempofestival.com.br/）.
11）　International Society for Performing Arts（https : //www.ispa.org/）.
12）　Salzburg Festival（http : //www.salzburgfestival.at/）.





























14）　American Dance Festival（ADF）（http : //www.americandancefestival.org）.














































































（10 月 5 日─10 月 27 日、ロームシアター他京都市内）では、世界的観光地
となった京都を意識の背景におきながら、世界初演のチェルフィッチュ
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